
 

 

全道大会進出おめでとう！！ 
伏古 FC.DENOVA 伏古北 

石狩 FC（A） AFC AGGRE  

上江別 Jr クラブフィールズ 

   
札幌で開かれる全道大会の札幌地区代表を目指し

て７ブロックに分かれて各会場で熱戦を繰り広げま

した。結果、上記７チームが全道大会に進出するこ

とになりました。 

Ａブロック決勝は伏古のキックオフで試合が始ま

り、ＤＦからのロングフィードと⑩のドリブルによ

って押し気味で試合を進める、一方の北郷瑞穂は守

勢に回った。伏古は 9 分に相手のゴール前へのロン

グパスを北郷瑞穂のＤＦがクリア出来ずＧＫと競っ

たＦＷ④がヘッドで落とし左足でゴールへ流し込ん

で先制点を奪った。続けて 10 分には⑭の縦へのラ

イナー性のパスに⑩がヘッドで合わせ追加点を奪い、

このまま前半を終えた。 

 後半も伏古は前半同様にロングパスと⑩を起点

とした攻めを交互に繰り出し、有利に試合を進める。

一方の北郷瑞穂は⑦⑫⑤のパス交換で攻めの糸口を

探り何度かシュートを放ったが相手ＤＦ陣にボール

をはね返された。後半 4 分に伏古⑩はゴール正面ペ

ナルティーエリア内でつぶれそうになりながらもＤ

Ｆをかわし、すり抜けて左足で丁寧に流し込み勝負

を決める３点目を奪った。その後、北郷瑞穂はディ

フェンスに追われながらもチャンスを作り反撃する

が伏古の固い守備に阻まれ、得点を奪えなかった。

伏古は終始安定した試合運びで全道大会への切符を

得た。 

Ｂコート最初の試合はＢブロック決勝、コンサド

ーレのキックオフで前半開始、コンサドーレはボー

ルをチーム全体で保持しながらチャンスをうかがう、

開始 5 分コンサドーレ⑨がペナルティーエリア付近

でファーストシュートを放つがゴールを割る事は出

来ず。コンサドーレに対し、ＤＥＮＯＶＡは素早く

プレッシャーをかけ続け、徐々に攻撃のリズムをつ

くり始め 8 分にＤＥＮＯＶＡ⑥がペナルティーエリ

ア付近からドリブルで仕掛け、左サイドでフリーと

なった②にボールが渡ると、そのままゴール右サイ

ドへ流し込みＤＥＮＯＶＡが先制点を奪った。一方

コンサドーレも④が左サイドをドリブルで仕掛け、

攻撃の流れを戻しに行くがＤＥＮＯＶＡの力強い守

備に阻まれ、流れを取り戻す事が出来ない、ＤＥＮ

ＯＶＡは 13 分に自陣で⑦がボールを奪うと巧みな

ドリブルでゴールに向かいシュートを放つがＧＫが

セーブする。その後もＤＥＮＯＶＡペースでの試合

が進み前半が終了。 

 ＤＥＮＯＶＡのキックオフで後半開始、後半最

初のチャンスはＤＥＮＯＶＡ、ゴールキックを⑱が

Ａブロック代表決定戦 

８月３１日(日)東雁来公園・西G 

伏古 北郷瑞穂 

３ 
２－０ 

１－０ ０ 

Ｂブロック代表決定戦 

８月３１日(日)東雁来公園・西G 

コンサドーレ札幌U12 FC.DENOVA 

１ 
０－１ 

１－１ ２ 
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インターセプトしシュート、ＧＫの横をボールは転

がりゴールに吸い込まれていくが、コンサドーレＤ

Ｆがゴールラインぎりぎりのところでスライディン

グしゴールを守る。後半 3 分にコンサドーレ⑦が右

サイドからクロス、ＤＦが撥ね返すが、素早くコン

サドーレがボールを拾い二次攻撃を仕掛けるがＤＥ

ＮＯＶＡのプレッシャーにシュートまで持っていく

事が出来ない。後半 7 分にＤＥＮＯＶＡがペナルテ

ィーエリア付近でＦＫをもらうと⑦が壁の隙間を狙

い、シュートを放つと待望の２点目のゴール。コン

サドーレは後半 8 分にペナルティーエリア外の左か

ら⑥が力強くシュートを振りぬき、ゴール右サイド

へ決め１点差と迫るがＤＥＮＯＶＡの勢いは止まら

ず、後半 9 分にＦＫをもらうとキッカーは先ほどゴ

ールを決めている⑦、シュートは左ポストの横を流

れて行きゴールならず。その後も攻撃を緩めないＤ

ＥＮＯＶＡはアディショナルタイムに⑦がハーフウ

ェーラインからドリブルで持ち込みシュートをする

もＧＫの正面に、試合はそのまま終了し最後までス

タミナの落ちなかったＤＥＮＯＶＡが全道大会出場

を決めた。 

平岡南のキックオフで前半開始、立ち上がり数分

はロングパスからのボールがゴール前に運ばれ平岡

南に数度のチャンスがあったが得点出来なかった。

一方の石狩ＦＣも⑰⑨がドリブルで攻め上がるなど

お互いにチャンスはあった。石狩ＦＣが左右にボー

ルを動かして、次第にポゼッションが高まった 2 分

に、右サイドからのスルーパスを⑰がコントロール

してＤＦ裏へ抜け出し、落ち着いてゴールに流し込

み先制のゴール。石狩ＦＣがボールを支配する中、

平岡南は前線からの早いチェックでボールを奪って

カウンターを仕掛けるも得点出来ないまま前半を終

えた。 

 後半に入って平岡南は疲れが出たか、石狩ＦＣ

がより一層ボールを支配する時間が長くなり、相手

陣地の中央、左右とボールを回した。後半 3 分には

競り合いで相手ＤＦからこぼれたボールを石狩ＦＣ

⑱が素早くシュートし、ＧＫ頭上を越えてゴールに

吸い込まれ２点目。後半５分に⑲がＤＦ裏に抜け出

し３点目、さらに、終了間際の後半 13 分に⑯のＣ

Ｋを⑳がヘッドで合わせ４点目を奪った。平岡南は

ボールを果敢に追い、⑧⑩を中心にカウンターを狙

うも相手ＤＦにはね返された。ポゼッションの差が

そのまま結果につながり、石狩ＦＣが全道大会へ駒

を進めた。 

Ｄブロック代表決定戦 

８月３１日(日)東雁来公園・西G 

西野第二 伏古北 

０ 
０－１ 

０－０ １ 

伏古北のキックオフで試合開始、先にペースをつ

かんだのは西野第二、5 分に⑪がドリブルで攻め込

んで⑫へパスを繋いだがシュートは打てず。⑪を中

心に何度かゴール前へ攻め込むが、伏古北の粘り強

い守備をなかなかくずせない、9 分に伏古北ペナル

ティーエリア内でのファールで西野第二がＰＫを得

る。西野第二は先制点のチャンスを得て⑪がゴール

右へ蹴るが、伏古北のＧＫがナイスセーブで先制の

チャンスをものに出来ず。その後も西野第二が押し

気味に試合を進めるが、伏古北の固いディフェンス

に阻まれる。拮抗した試合の中で 13 分に伏古北の

⑨がクリアしたロングボールが西野第二のＧＫの頭

上へ、ＧＫがキャッチするもゴールラインを割り伏

古北が押され気味ではあったが、待望の先制点を入

れてそのまま前半は1－0で終了。 

西野第二のキックオフで後半開始、2 分に西野第

二はＣＫから⑩へ繋ぎドリブルでバイタルエリアに

入るが、ここも伏古北⑨を中心としたディフェンス

陣に阻まれ、なかなかシュートまで打てず、西野第

二の攻めは続き後半 5 分に⑪のドリブルからシュー

トを打つが、ゴール左に外れる。 伏古北も固い守

備からカウンターで⑫にボールを集めるが、なかな

かシュートまで持っていけない。西野第二は⑪⑫の

パス交換とドリブルで攻め込むが、伏古北の守備を

崩せず。後半 8 分にも⑱がドリブルから切れ込んで

シュートを打つが、伏古北ＧＫのナイスセーブで得

点出来ず。後半 11 分に伏古北はゴール前 20m 付

Ｃブロック代表決定戦 

８月３１日(日)東雁来公園・西G 

平岡南 石狩 FC（A） 

０ 
０－１ 

０－３ ４ 



近でＦＫを得て、こぼれ球を⑪がシュートを放つが

枠をとらえる事が出来ず。西野第二は⑪を中心に最

後まで攻め続けるが、伏古北が⑨を中心に粘り強い

全員守備で最後までゴールを守り続け、試合終了の

ホイッスルが鳴り響き伏古北が全道大会へ駒を進め

た。 

Ｅブロック代表決定戦 

８月３１日(日)東雁来公園・西G 

上江別Jr.FC 藻南 FC 

５ 
４－０ 

１－０ ０ 

藻南のキックオフで試合開始、上江別はボールを

つなごうとするも藻南の早くて一生懸命なプレスで

思うように攻められない。藻南はボールを奪い、迷

わずＤＦ裏へのロングパスでチャンスをうかがうと

いう構図の序盤となった。試合が動いたのは 5 分、

上江別は個の力で相手ディフェンス陣をこじ開けた。

ペナルティーエリア内でドリブルを仕掛けた⑥が倒

されＰＫを得て、これを⑧が落ち着いて決めた。こ

の後は上江別のペースとなりパスとドリブルで仕掛

け、8 分にはパス交換から⑤が２点目を、9 分には

ＧＫからのロングキックが相手ＧＫの頭上を越え３

点目を、さらに 10 分には⑩がＤＦ裏に抜け出し決

定的な４点目を奪った。 

 後半も上江別が藻南陣地で試合を進めたが、藻

南は⑪⑥のドリブルと⑩⑳㉓の高い位置でのプレス

でボールを奪い、何度か得点機を作ったが、守備で

も高い能力を見せた上江別にゴールを阻まれた。後

半は拮抗していたが、終了間際の後半 14 分に、上

江別は⑥からのＤＦ裏へのスルーパスが絶妙に抜け

出した⑧に通り５点目を奪った。藻南は後半は善戦

したものの結果としては危なげなくゲームを進めた

上江別が勝利を収めた。 

Ｆブロック代表決定戦 

８月３１日(日)東雁来公園・西G 

クラブフィールズ LAVORO 

２ 

０－０ 

０－０ 

延前０－０ 

延後２－０    

０ 

続々と代表が決まり、熱気が高まるＦブロック決

勝はＬＡＶＯＲＯのキックオフで試合開始、立ち上

がりからお互いに厳しいディフェンスでボールの収

まり所を消しあう。5 分に最初のチャンスはＬＡＶ

ＯＲＯ、ＣＫを⑦がフリーで合わすがボールはクロ

スバーの上を通過する。10分フィールズが⑭⑰㉔の

連携でゴールに迫るがシュートで終れず、徐々にＬ

ＡＶＯＲＯがセカンドボールを拾い始めチャンスを

作る。11分のＬＡＶＯＲＯのＦＫのチャンスもＧＫ

の正面。フィールズのファーストシュートは、13分

にＦＫのチャンスから⑱が合わしシュートを放つが

ＧＫの正面、その後もＬＡＶＯＲＯがシュートを打

つがフィールズＤＦのブロックに跳ね返される。互

いに決定機を作れず前半を終了。 

 後半はフィールズのキックオフで開始、前半同

様お互いに素早いプレッシャーをかけ続ける。後半

3 分にフィールズのＣＫを⑳が合わすがボールはゴ

ールバーの上へ、後半 4 分にＬＡＶＯＲＯのＦＫ、

フィールズの背後を狙うがフィールズＧＫが対応す

る、後半 8 分にＬＡＶＯＲＯ⑪が左サイドをドリブ

ルで攻め上がり、横パスを受けた⑨がゴールに迫る

がフィールズＤＦ陣を崩せず、後半 10 分にフィー

ルズは㉔のスルーパスに㉚が反応しシュートまで行

くが、ＧＫがブロックしゴールを割らせない、後半

終了間際までフィールズが攻め立てるが決定機を作

れず。ＬＡＶＯＲＯも攻撃の糸口を見つけられず０

－０のまま延長戦に突入し、延長前半はフィールズ

のキックオフで開始、⑱⑳⑭㉚とボールを動かしチ

ャンスをうかがう、ＬＡＶＯＲＯは⑪のドリブルで

相手陣地に攻め込むが得点の動きのないまま延長前

半の3分が終了。そして延長後半3分が始まると開

始 20 秒でフィールズ㉚がハーフウェーラインから

ドリブルでペナルティーエリア左に持ち込み、ゴー

ルポストとＧＫの隙間を通す豪快なシュートが決ま

る。ゴールを奪いにいかないといけないＬＡＶＯＲ

Ｏは前線に早くボールを送り⑩⑨と立て続けにシュ

ートを放つ、その後もＬＡＶＯＲＯのシュート数が

増えて行く中で、試合終了間際フィールズのＣＫの

チャンスを得て、フィールズ㉚と相手ＤＦが競り合

い、相手ＤＦに当たったボールがそのままゴールへ、

フィールズが２点目を奪い取り試合終了。お互いの

良さを消しあったタフな試合を制したクラブフィー

ルズが全道大会出場の切符を勝ち取った。 

 



Ｇブロック代表決定戦 

８月３１日(日)東雁来公園・西G 

FC.TIPS AFC AGGRE 

０ 
０－３ 

０－０ ３ 

Ｇブロック決勝はＡＧＧＲＥのキックオフで前半

開始、ＴＩＰＳの好守もあって互いに出方をうかが

うような静かな立ち上がりとなった。次第にＴＩＰ

Ｓサイドでのプレー時間が長くなった 3 分、左のＣ

Ｋを得たＡＧＧＲＥは、⑪が狙いすまして蹴ったキ

ックが空中で巻いてＧＫの手を弾いて右サイドネッ

トに突き刺さり先制点をあげる。その後もＡＧＧＲ

Ｅの攻勢が続き、6 分に右サイドを駆け上がったＡ

ＧＧＲＥ⑨がシュート。ＧＫが弾いたボールを①が

ゴールへ押し込み２点目。さらに 9 分にはゴール前

の競り合いからこぼれたボールをＡＧＧＲＥ⑩が拾

いシュートをゴール左上隅に放ち、決定的な３点目

を奪う。ＴＩＰＳは守備に追われて反撃出来ずに前

半を終了した。 

後半は反撃に出たいＴＩＰＳが積極的に攻め込ん

だが、ＡＧＧＲＥの早いプレスに攻めあぐんだ。互

いに責め合うも決定機をつくれず時間が進んだ。後

半 11 分にはＡＧＧＲＥのＤＦの一瞬の隙をついて

ＴＩＰＳが決定的なシュートを放つもゴールの枠を

外れて点を奪えず、その後もあきらめずに攻めたが、

やはりＡＧＧＲＥのプレスに押し戻されそのままゲ

ームは終了。試合を振り返ると前半に得点を重ねた

ＡＧＧＲＥが終始有利に試合を進め、全道大会への

切符を手にした。 

 

 

 

全道大会の結果は、道協会ＨＰをご覧ください。 


